
掲載の「わたしのほやねさん」ストーリー
の他、市内に実在する「まちのほやねさん」
を募集します。あなたがこれまでに出会った
ほやねさんを400字程度の紹介文と一緒にお
寄せください。

募 集

■応募方法
住所・氏名またはペンネーム・電話番号を明記し、直接ま
たは郵送、Ｅメールでまちづくり推進課へ。
〒509-5192（住所不要）　  machisui＠city.toki.lg.jp
☎541111（内線186）／ 557763

「ほやねさん」とは…
つらいときや悩んだとき、そっと寄り添って
「ほやね、ほやね」と話を聞いて、心を支え
てくれる人
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２月１日号の投稿募集
お題は「 甘い 」です（１人１句）。
締め切りは１月18日（金）です。

畑作り３年目を迎える私にとってのほやねさんは、93歳になる畑作りの先生です。先生の作る四季折々の野菜は本
当に見事で、収穫の時期が来ると感嘆の声が思わず上がるほど。「葉物はのぉ、毎日世話せんとあかんに」「玉ねぎや
イモ類は、まだ放っといてもええけどな」など大事なことを聞いたとき、私はその日の日誌に書き留めカラーペンで
囲んでいます。
収穫する野菜の種類も少しずつ増え、ほやねさんとの会話も弾んで、畑にいるのが楽しみになってきた私。採れた
ての野菜を喜んで食べてくれる家族の様子を見ることが、畑作りの次なる意欲につながっています。私のほやねさん
は、何十年もの間ずっとそんな歳月を送り続けているのでしょう。最近では「ひ孫が喜んで食べてくれとる」と、と
てもうれしそうに話してくれます。なかなか畑に行けな
い私に、「慌てんでもええよ。ちゃんと育ってくれる」
と温かく励ましてくれます。小柄で少し耳は遠いけれど、
いつもにこにこしていて笑顔がすてきなおばあちゃんで
す。家から畑までの道は平たんではないのですが、肥料
や収穫した物を小型カートに載せ、引っぱりながら一日
に何度となく往復しています。次に何をやったらいいの
かを考えては、畑にドカッと座って「考えたことをまた
忘れてしまったわ、アッハッハ !!」と笑い飛ばしています。
私は今日も元気をいっぱいもらって畑作りを頑張って
います。私のほやねさん、これからもよろしくね。

 ペンネーム　だんごむし（駄知町）
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市市民の皆さんと作るページ

■応募方法
住所・氏名またはペンネームを明記し、直接または郵送、Ｅメー
ルで広報広聴係へ。
〒509-5192（住所不要）　  koho＠city.toki.lg.jp
☎541111（内線185）／ 557763
※応募多数の場合は採用されないことがあります。
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